
1 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校は、昭和５１年４月大阪市淀川区に	 社団法人	 新歯会	 付属新大阪

歯科技工学院とし、厚生省の指定を受け創設。昭和５９年には校舎を新大阪

から東三国に移転、昭和６１年４月に社団法人	 新歯会	 付属新大阪歯科技

工士専門学校と改め、平成２５年４月から公益法人法の改正に伴い、経営母

体を姉妹校である学校法人	 新歯会東洋医療学園に移行する申請手続きに

入る。 

本校は開校以来、職業人教育を通じて社会に貢献することをミッションと

し、その使命を実現するために、建学の理念を「実学教育」「人間教育」「国

際教育」の『３つの教育方針』とし、「学生」「就職先」「高等学校」「地

域の方々」から信頼される『４つの信頼』の構築を運営目標とし、３７年に

渉り歯科技工士の養成を行ってきた。 

現在、学校長	 大阪大学名誉教授作田守先生の指導の下、学科構成は、歯

科技工科(Ⅰ部：昼間部９０名/Ⅱ部：夜間部６０名)である。高齢者への大

切な福祉である、より機能性の高い補綴物の製作、並びに新しい技術を伴う

審美歯科の基礎的な知識・技術を修得、併せて問題解決能力のある歯科技工

士の養成を目指し開設。 
尚、歯科技工士は厚生労働省の指定学科で、特に、国家試験には全員の合格

を目指し、業界が求めるニーズに添った優秀な医療系スペシャリストの養成

を目指しています。 

 

本校は歯科技工科	 Ⅰ部(昼間部)２年制・Ⅱ部(夜間部)３年制からなる専

門学校であり、基本的に共通の教育システムに基づき教育がなされている。

国家試験の合格はもちろん、基本的知識・技術・医療人としての心構えと豊

かな人間性を備えた歯科技工士を養成するためのより効果的な教育を行う

為に、独自の教育システムで教育を行っている。即ち、「自己変革教育シス

テムＰＩＢＡＰ（ピバップ）」。自己発見の場として入学の前から教育が開

始される入学前教育（Ｐ：プレスクール）。Ⅰ部、Ⅱ部共に１年生の４月か

ら７月まで、基礎学力のレベルを整え、専門基礎にスムーズに移行、又、医

療人としての目的意識をしっかり身につけ、目標を明確にする自己変革意識

の動機づけとしての導入教育（Ｉ：イントロダクション）。Ⅰ部では１年生

の９月から２年生の７月、Ⅱ部では１年生の９月から２年生の３月まで、学

びの基盤を固め、その上で基礎教育による知識、技術を築き上げ自己変革意

識の定着を図る基礎教育（Ｂ：ベーシック）。Ⅰ部では２年生９月から卒業

まで、Ⅱ部では３年生の４月から卒業まで、身につけた専門基礎知識、技術

を基に、総合的に理解を深め国家試験に対応させる応用教育（Ａ：アプリケ

ーション）。卒業してから業界人として継続的にキャリア形成を図り、末永

く自己形成をしていくために卒後研修などの卒後教育（Ｐ：ポストグラジュ

エート）と本校では、入学前から在学中は基より卒業後までをフオローする

時系列名教育システムと、専門分野で実践できるよう応用力をつけ、ひとり

ひとりの主体性を尊重し、自ら考え行動できる自立能力を養う問題志向型教

育システム（ＰＯＥＳ教育システム＝Problem Oriented Education System）

を取り入れ、両教育システムを組み合わせ、自己変革意識の育成を図り、自

己確立を目指している。このように、目標に到達するまでに各時期において

教育目標を設定し、学習者の実態に応じて段階的にステップアップさせ、知

識・技術を積み上げるだけでなく、主体性を持ち、継続教育を実践し、業界

でリーダーシップを発揮できる人材の育成を目指している。 
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【教育理念・運営目標】 

「職業人教育を通じて社会に貢献する」ことをミッションとし、「建学の理

念」である「3つの教育方針」即ち、 実学教育・人間教育・国際教育を実践

し、運営目的である「４つの信頼」即ち、学生本人、就職先及び各業界、高

等学校、地域から信頼される学校、学科を目指し、強い滋慶ブランドを構築

する。 

 
【育成人材目標】 
広い視野を持って現実を見つめ、豊かで柔軟な感性と人格を身につけ基本

的知識、技術を発展的に捉え、常に新しい技術を追求し、未来を見つめる「心

構え」即ち「主体」を持った社会に必要とされる職業人育成を目指している。

この「主体」の修得こそ本校が目指す教育であり、グループ共通の３つの教

育方針「実学教育」「人間教育」「国際教育」を柱に「主体」を持って、現代

の社会で自己の未来を切り開いていく創造的能力と、勇気と信念を持った人

間の育成、各業界でリーダーとなれる人材の育成を教育の目標としている。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 宮川藤一郎 
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1-1	 （1/1） 
1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-1-1	 学校が教育を行
う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 

理念・目的・育成人材像は、明

確に定め教職員、学校関係者が

共有すべき最も大切なもので

あると考えている。 

建学の理念を、実学教育、人間

教育、国際教育の「３つの教育

方針」を実践し、運営目標であ

る「４つの信頼」即ち、学生、

業界、高等学校、地域からの信

頼の構築を目指している。 

非常勤講師に対する教育理念、

教育目的をさらに明確にする

ことを課題とし、意識統一に取

り組んでいる。 

・教育指導要領 
・学生便覧 
・学校案内 
・HP 

1-1-2	 理念・目的・育成
人材像を実現するため

の具体的な計画・方法

を持っているか 

理念・目的・育成人材像は教育

成果として実現することを目

標としている。入学前から卒業

後までの教育を体系的に捉え

る教育を方針としている。 

学生・教職員全員に配布する学

則及び、学校案内、学校 HP に
も記載している。教育理念・教

育目的・育成人材像をシラバス

に落とし込んでいる。 

年度始めと後期始めに全体講

師会議を実施、理念、目標，育

成人材増について重ね重ね説

明し協力を求めている。 

・シラバス 

1-1-3	 理念・目的は、時
代の変化に対応し、そ

の内容を適宜見直され

ているか 

理念・目的は不変のものである

が、実行方針、実行計画は時代

の変化に対応して適宜見直す

姿勢を持つ。 

毎年、見直し改定した実行方針、

実行計画を事業計画書に記載

し、全教職員に発表日を設けて

いる。 

社会の変化、制度の変化により

改定された内容の周知徹底を

図るため、毎月の全体会議等を

行っている。 

・事業計画書 

1-1-4	 理念・目的・育成
人材像等は、教職員に

周知され、また学外に

も広く公表されている

か 

学生・教職員および関係者に周

知を図り、また、広く学外に公

表し、その上で、実践すべき 
であると考えている。 

学生・教職員全員に配布する学

則及び、学校案内、学校 HP に
も記載し広く公表している。 

特になし ・教育指導要領 
・学生便覧 
・学校案内 
・HP他 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

明確に定められた理念・目的・育成人材像をベースに学校は運営されている。

各業界のスペシャリストを輩出する養成機関として、社会に質と量を保障で

きる教育を実践しなくてはいけない。 

「職業人教育を通して社会に貢献する」ことが、全教職員の共通ミッション

である。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 宮川藤一郎 



4 

1-2	 （1/1） 
1-2 学校の特色は何か 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-2-5	 学校の特色とし
て挙げられるものがあ

るか 

 
１）運営方針、教育理念が確

立し、全教職員の方針が共有さ

れていること。 
２）教育成果、運営成果を高

める為のシンクタンクが存在

すること。 
３）限られた教育機関で教育

成果を高める為の独自の教育

システムが有ること。 
また、国家試験合格に向けた

独自のＷＥＢシステムがある

こと。 

 
１）前述のより教育目標を「４

つの信頼」とし、実現の為の教

育理念を「３つの教育方針」と

し、教職員全員が共有している。

２）教育成果、運用成果を高め

るために『滋慶教育科学研究所』

を設立、教職員の研修、又、学

会を開催し成果を上げている。 
３）教育効果をあげるために前

述の独自の２つの教育システム

を取り入れている。 
時系列な PIBAP（ピバップ）
教育システムと問題解決思考型

の POES教育システムです。 
また、ＷＥＢでの対策に力を入

れている 

 
本校独自の PIBAP 教育システ
ムをベースに作成されるカリ

キュラムに、キャリア教育の視

点にたった内容を加え、更なる

職業人教育の質を高めていか

なくてはならない。 

 
・学生便覧 
・学校案内 

 
 
 
 

最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 宮川藤一郎 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
3つの教育（教育理念）・４つの信頼（運営目標）をベースに、育成人材目標
の達成のため、独自の教育システム（PIBAP）を実践し、学生個人の自主性
強化のため POES教育システムを導入し、社会に貢献し各業界でのリーダー
的存在になれる人材育成を目指している。 
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1-3	 （1/1） 
1-3 学校の将来構想を抱いているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-3-6	 学校の将来構想
を描き、3～5年程度先
を見据えた中期的構想

を抱いているか 

業界 NO１の学校、学科を目標
とし、5 年後の将来像を見据え
た中期的構想が重要と考えて

いる。社会の変化・業界の変化

を対応し、ブランド力のある学

校を目指していく。 

グループ全体で 5 年ごとに立案
される本年は第 5 期 5 ヶ年計画
の初年度を迎えている。毎年、

次年度及び 5 ヵ年の事業計画書
を作成し、教職員全員に周知し

ている。 
具体的には「存在意義のある学

校としてのブランドの確立」の

ため 4つの信頼を実践していく。
「各学科における職域の拡大」

のためマーケティングに基づく

イノベーションを行い、新たな

活躍フィールドを開拓してい

く。「情報開示の充実」やオープ

ンな運営を目標とし、自己点検

自己評価を実施し、学校環境の

更なる改善を目指す。 

中長期的構想の具現化のため

のベース作りが必要とされる。

そのためには、個のエネルギー

を高める必要がある。教職員が

自己研鑽に励み、5年先、10年
先を見据えていく姿勢が重要

である。グループで行われる研

修や外部研修に積極的に参加

し、得た知識技術を現場にフィ

ードバックし、教育を実践して

いくことで、その完成度は高ま

ってくることと考える。理念や

コンセプトを同じくした成熟

した個のエネルギーのグロー

バル化が学校のブランド力と

なることと考えている。 

平成 24年度事業計画書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

グループ全体の 5 ヶ年計画をベースに学校全体の組織目的・運営方針を決定
し、それをもとに各セクションことで実行方針・実行計画を毎年作成してい

る。事業計画発表会で教職員全員に周知を図っている。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
滋慶学園グループ 5ヶ年計画に基づき、学校運営の基軸として毎年事業計画
が作成されている。	

事業計画では、組織図、職務分掌、人事採用、人事研修、広報計画・広報ス

ケジュール・イノベーション、新規事業、教育スケジュール、就職スケジュ

ール、学校行事、インセンティブ、意思決定、業績評価、将来像、収支予算

などが明確に定められている。	

理事長が基本方針（組織目的・運営方針）を示し、各セクションで実行方針・

実行計画についての協議が行われ作成されている。	

作成された事業計画は、学校運営会議、法人理事会の決済を受け、承認を得

るものとなっている。 

学校運営の基本概念として以下の組織目的を定義している。	

○	 職業人教育を通じて社会に貢献することをミッションとし、「建学の理

念」である「3つの教育方針」即ち、	実学教育・人間教育・国際教育を実践
し、運営目的である「4つの信頼」即ち、学生本人、就職先及び各業界、高
等学校、地域から信頼される学校、学科を目指し、強い滋慶ブランドを構築

する。	

○	 仕事に楽しくチャレンジする等、人を中心に置く運営を通し、運営力、

マネージメント力に富んだリーダーを育成する。	

各業界の人事部として、定員人数の確保と職業人としての資質を高め、高度

化に寄与する人材の育成に努め、各業界が求める人材の「量」と「質」の保

証に努める。	

各々の学校・学科が、国内に於いて“No1””Only1“を目指すと共	に、各業

界との深い関係、並びに広く世界の職業教育機関との関係を深め、国際的に

通じる職業教育機関を目指す。	

○	 グループのガバナンス体制を確立し、また、コンプライアンス・収支バ

ランス等を重視し、グループ力を持った健全な経営体制を築き、安定した強

い組織を造る。	

滋慶グループの関連企業、委員会、研究所等と学校現場が効果的、機能的に

関連し、各組織が自立的に主体性を持ち、活性化した現場力のある自立集団

を目指す。	

○	 無駄の無い、合理的な運営を図り、節電対策、地球温暖化対策にも積極

的に協力する。	

○	 環境の変化を捉え、常にマーケティングやイノベーションの出来る組織

を目指す。	

○	 滋慶グループのネットワークを活かし、運営並びに教育の充実を図る。	

○	 運営方針としての７つの視点を重視し、積極的に取り組む。	

○	 運営の成果を高める為に P・D・C・A サイクルを実践する。	

○	 毎年夏休みを利用し、各学科が前年度又前期(４月～７月)の実績を踏ま

え	

	 後期又、次年度の運営、教育内容等のチェックを行い、改善、実行を	

行っている。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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2-4	 （1/1） 
2-4 運営方針は定められているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-4-1	 学校の目的、目標
に基づき、学校運営方

針は明確に定められて

いるか 

学校運営方針は、滋慶学園グル

ープ共通の 5 カ年計画に基づ
き、明確に定めている。 

事業計画書において明示されて

いる。 
各セクションにおいての作成

段階の協議をさらに深めてい

く努力が必要である。 

事業計画書 

2-4-2	 学校運営方針は
教職員に明示され、伝

わっているか 

運営方針は全教職員が共通認

識を持つべきものと考えてい

る。 

毎年、次年度事業計画書を使用

し全教職員が参加する事業計画

発表会が開催されている。 

全体での会議や研修だけでな

く、各セクションでのミーティ

ングにおいても確認が必要で

ある。 

事業計画書 

2-4-3	 学校運営方針を
基に、各種諸規定が整

備されているか 

運営方針をもとにした各種規

定を定めることにより、さらに

合理的な運営を目指している。 

各種規定（機密文書規定・個人

情報保護基本規定・教職員慶弔

見舞金規定など）が定められて

おり、教職員がいつでも閲覧で

きるようになっている。 

就業規則や規定に関しての共

通認識と理解がさらに必要で

ある。そのための研修も検討中

である。 

就業規則 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年末に行われる事業計画発表会で学校運営方針や各セクションの運営方針が

発表され全教職員が共有している。また各月に開催される全体会議において

運営方針に沿った話し合いが行われている。共通認識が最重要課題である。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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2-5	 （1/1） 
2-5 事業計画は定められているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-5-4	 学校の目的、目標
を達成するための事業

計画が定められている

か 

学校の目的、目標を達成するた

めの事業計画が定められるべ

きだと考えている。 

組織目的・運営方針をもとに各

セクションの実行方針・実行計

画が定められている。 

環境の変化による迅速な計画

変更など、スピード感のある対

応が今後さらに求められる。 

事業計画書 

2-5-5	 学校は事業計画
に沿って運営されてい

るか 

学校は事業計画に沿って運営

されるべきものと考えている。 
事業計画発表会で昨年度の振り

返りを行い、適時見直しを図り

次年度の計画を立てている。 

事業計画おける個人認識の共

通化を今後さらに図っていき

たい。 

事業計画書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事業計画書及び事業報告書は毎年作成されている。毎年行われる事業計画発

表会で前年度計画の成果を振り返り、次年度の計画を発表することで、全教

職員の事業計画共有が図られている。 

事業計画の内容 
①	組織目的 
②	運営方針 
③	定量・定性目標 
④	実行計画 
⑤	組織図 
⑥	職務分掌 
⑦	部署ごとの計画及びスケジュール 
⑧	業績評価システム・意思決定システム 
⑨	 5年後の将来像 
⑩	収支予算 

 
 

最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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2-6	 （1/1） 
2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-6-6	 運営組織図はあ
るか 

組織図は明確にすべきものと

考えている。 
組織体系を組織図で表してい

る。 
特になし 事業計画書 

2-6-7	 運営組織や意思
決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 

組織運営の意思決定システム

は目標達成に効率的なものを

目指している。 

目的によって主催者・対象者を

わける方法(会議などの種類)を
とり意思決定システムを構築し

ている。 

意思決定の内容は会議やミー

ティングなどで伝えられてい

るが、より周知をはかるシステ

ムが必要である。 

事業計画書 

2-6-8	 組織の構成員そ
れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 

職務分掌及び責任の所在は明

確にすべきものと考えている。 
職務上の役割は職務分掌に明記

されており、各セクションでリ

ーダーシップとフェローシップ

が作用するよう定めている。 

特になし 事業計画書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

組織図どおりに運営が行われている。組織図は毎年作成される事業計画に盛

り込まれており、適宜改変されている。 
 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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2-7	 （1/2） 
2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-9	 学校運営に必要
な人材の確保と育成が

行われているか 

教育は指導教員の質と意欲が

大切であり、事務職員は教育環

境を整える役割が有ると考え

ています。そこで、職業教育の

質の担保と向上に添った採用

と適宜研修を行いスキル面と

マインド面の育成を図ってい

る。 

具体的には、一般職は新卒採用

とし、専門職採用は経験豊かな

中途採用と本校の優秀な卒業生

を採用し、又、研修は、本校独

自での研修に加え、滋慶グルー

プとして初任者研修始め、教育、

広報、就職と業務に添った研修

を実施している。 

・特にありません。 ・滋慶教育科学研究所の年

間研修計画書 

2-7-10	 人事考課制度は
整備されているか 

職員の評価に関しては、生計を

共にする配偶者や子供のこと

もあり、出来るだけ平等な評価

を考えている。 

各人の目標シートと人事考課シ

ートによる仕事の質、仕事の量、

又、能力、情意に関し、聞き取

り、上司と責任者の２名で評価

をする方針である。 

・学校教育は、仕事の役割の異

なる分担型の仕事である上、定

量評価が非常に困難で公平な

評価が非常に困難である。 

・目標シート 
・人事考課シート 

2-7-11	 昇進・昇格制度
は整備されているか 

組織が小規模な為に、昇進、昇

格は立場では無く、役割（配役）

と考え、その役職に相応しく成

長した段階で欠員があれば昇

進、昇格を考えている。 

コンプライアンスの関係上必要

な役職は常に充足している。 
・現時点では、特に有りません。 なし 

2-7-12	 賃金制度は整備
されているか 

賃金制度に関しましても配偶

者や子供のことも考え出来る

だけ平等な評価を行っている。 

年齢給を中心とした基本給と、

職能給、並びに、役職手当、調

整手当を採用している。 
賞与は夏季、冬季の２回支給 

・職場が仕事分野の異なる職務

の集合体で定量評価が非常に

困難である 

・年齢基本給一覧 
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2-7	 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-13	 採用制度は整備
されているか 

一般職は意欲のある優秀な人

材の確保を目指し、毎年定期的

に採用をしている。 
専門職は計画採用と欠員採用

の両建てで行っている。 

毎年、滋慶グループとして一般

職を中心に合同での求人を行っ

ている。 
専門職は、本校の情勢に合わせ

卒業生又は、経験豊かな専門人

材の採用をする。 

特にありません  

2-7-14	 教職員の増減に
関する情報を明確に把

握しているか 

専門職は下より、一般職を含め

教職員の移動は的確に把握で

きている。 

各学科共に学科長から、又、事

務職員は事務局長又は次長から

総務担当に連絡があり責任者に

報告をされる。 

特にありません  

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営に関する人事、特に、医療系の人事は、厚生労働省の指導要領に基

づくコンプライアンスを満たし、学校運営に必要な事務職員を確保し、職務

が過剰負担にならない、その上、マネージメントの真の目的である給与面か

らの教職員の生活の保障をし、職場満足度の高い職場環境造りが大切です。 

人事面では、滋慶学園グループの組織の中で採用や一部人事異動が可能であ

り、人材の育成に関しては、本校独自の研修は基より、特に、グループ内に

滋慶教育科学研究所を設置、広く教職員の人材の研修を行っていることが、

成果と共に特徴である。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 宮川藤一郎 
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2-8	 （1/1） 
2-8 意思決定システムは確立されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-8-15	 意思決定システ
ムは確立されているか 

学）新歯会東洋医療学園寄付行

為に基づく理事会を中心とし

た意思決定システムが確立さ

れている。 

理事会・評議員会・運営会議・

全体会議・各セクション会議を

行っている。 

 事業計画書 

2-8-16	 意思決定プロセ
スのポイントとなる仕

組み(会議等)が制度化
されているか 

学）新歯会東洋医療学園寄付行

為に基づき、意志決定プロセス

が制度化されている。 

会議開催が制度化されており、

それ以外にも適時開催されてい

る。 

 事業計画書 

2-8-17 	 意思決定の階
層・権限等は明確か 

意思決定の階層・権限等は明確

である。 
階層・権限別の会議が制度化さ

れている。 
 事業計画書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

意思決定の内容により法人理事会、学校運営委員会、全体会議、各セッショ

ンのミーティング（教務会議、前期/後期講師会議）等で決定されている 
 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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2-9	 （1/1） 
2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-9-18	 業務効率化を図
る情報システム化がな

されているか 

業務効率化を図るため全教職

員がパソコンを使用し、メール

による連絡など効率化を目指

している。 

教職員は staffnet システムを使
用し共有サーバーでの情報共有

にも取り組んでいる。 

今後会議等においてのペーパ

ーレス化も視野にいれ考えて

いかなくてはならない。 

特になし 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校に関する重要データ（学生・卒業生・教職員・広報・財務など）は滋慶

学園グループ独自のデータベースシステムで一元管理されている。通常業務

においては、共有サーバーを使用し無駄な情報や作業を省いている。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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基準３ 教育活動 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
滋慶学園グループは，職業教育を通じて社会に貢献することをミッション

とし，「実学教育」「人間教育」「国際教育」の 3つの建学の理念を実践するこ
とにより専門職を目指す学生を業界の望む技術・知識・仕事をする上での身

構え・気構え・心構えを持った即戦力の人材に育成することにより，４つ（学

生・業界・高等学校・地域）の信頼を得ることを目的とする． 
業界で求められる身構え，気構え，心構えを身につけたプロ人材として養

成し，入学した学生を国家試験に 100％合格させる． 
100％の国家試験合格率を維持するためには，成績不良者への十分な対応が

望まれる．成績不良者への濃厚な対応はドロップアウト率の減少だけでなく，

国家試験 100％に繋がるものと確信している．そのためには，全体目標と学

科目標を定め，カリキュラムについては、指定規則で規定されている教育内

容以上の時間数を取得させると共に本校独自の指定規則外教科を設け，成績

不良者への対応は基より常に業界をリードする教育レベルを確保するよう運

営している．	

教育活動状況についてはカリキュラムに基づき，シラバスを作成すること

で学生の到達目標の明示化などを図り，成績評価の客観性の確保等，常に到

達レベルを見直し，位置づけを明確にしている．授業評価については，各学

年次の科目終了前に実施している学生による授業アンケートを中心に各教員

にフィードバックし，教育内容の向上を図っている．	

特になし．	

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-10	 （1/1） 
3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1	 歯科技工の教育
目標，育成人材像は，

その学科に対応する業

界の人材ニーズに向け

て正しく方向付けられ

ているか． 

業界のニーズは，幅広くかつ

即戦力であるため，基本的な知

識・技能だけでなく，問題解決

能力の育成を充実させ，業界か

らも一定の評価を受けるよう

努める．	

	

基礎模型から臨床実習模型を

取り入れ，即戦力に対応できる

人材の育成を目指している．ま

た，POES 教育を取り入れ，自
らが考えて，行動できる人材の

育成に取り組んでいる．  

 教育指導要領	

シラバス	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界のニーズは非常に幅広く，求められる人材も多種多様である．また，

卒後は，即戦力となれるように基本的な知識・技能の修得を目指している．

さらに，社会人として必要なキャリア教育に力を注いでいる．	

	

特記なし．	

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-11	 （1/1） 
3-11 修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-2	 各学科の教育目
標，育成人材像を達成

する知識，技術，人間

性等は業界が求めるレ

ベルに適合している

か． 

キャリア教育を充実させる

そのためには，基礎教育だけで

なく，自らが考えて行動できる

問題解決能力が備わった人材

の育成や社会人としての必要

なキャリア教育としての要素

をピックアップして学生到達

度をチェックする．	

	

業界から多くの講師をお招き

し，学生作品の採点，プレゼン

テーションおよびキャリア教育

的要素をチェックして頂き，更

なるレベルアップを目指して教

育に反映している． 

実習作品に対する評価は数

値化できるが，人間教育やキャ

リア教育は数値化しにくい．そ

のため，学生自らが自己点検で

きる教育環境を充実する必要

性がある． 

教育指導要領 
学生自己点検表の作成 
（人間教育，キャリア教

育） 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

限られた期限内で教育効果を向上するためには，教職員全体で目的意識を

明確にする．そのためには，評価方法が難しい人間教育やキャリア教育に対

する学生自らに気づきを与えるための自己採点チェック表を作成し，業界に

評価されるように努める．		

 

特になし． 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-12	 （1/1） 
3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-3	 学科のカリキュ
ラムは，目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か． 

目標達成に向けて体系的に

組立て，取組んでいる．	

問題点が出てきた際には，積

極的に問題解決して改善してい

る．	

	

講師会議や業界懇談会を積

極的に活用する．	

	

教育指導要領	

	

3-12-4	 カリキュラムの
内容について業界など

外部者の意見を反映し

ているか． 

業界や他施設の教員との意

見交換を行う．	

	

大阪府歯科技工士会や関西地

区歯科技工士学校連絡協議会な

どで意見交換や会議を行ってい

る．	

教員全体での意見交換の機

会を多くしたい．	

関西地区歯科技工士学校

連絡協議会総会資料	

3-12-5	 カリキュラムを
編成する体制は明確に

なっているか． 

学科長を中心に作成したカ

リキュラム案を全教員で協議

する．	

学科会議でカリキュラム作成

に関する知識の共有を行ってい

る．将来は全ての教員が同一レ

ベルの知識を得るようにした

い．		

	

今後は教員全員に周知徹底	

し，明確な体制を維持したい．	

	

教育指導要領	

	

3-12-6	 カリキュラムを
定期的に見直している

か． 

学科長を中心に作成したカ

リキュラム案を全教員で協議

する．	

作成したカリキュラムに対し

て，技術や知識習得だけでなく，

人間教育，英語教育およびキャ

リア教育を含め総括的に効果的

なカリキュラム編成を行う．	

総括的に効果的なカリキュ

ラム編成を行い，状況を判断し

ながら見直しを行う．編成体制

を維持していきたい．		

教育指導要領	

	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムの編成については，国家資格に合格させることを目的とし，

業界のニーズ，社会的なニーズ，人間としてのニーズおよびキャリア教育的

な観点で総括的で効果的な教育体制の組み立てが行われている． 

国家試験合格をゴールにカリキュラムは編成されなければならない。またゴ

ールまで高い学習意欲が持続できるように指導を心がける 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-13	 （1/1） 
3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-13-7 	 学科の各科目
は，カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか． 

各教科はカリキュラムの内

容が独立して成り立つもので

あると同時に、縦と横のつなが

りをもたせるよう位置づけし

ている．	

シラバス，教務日誌および教

務会議により互いの指導内容や

進行状況を把握できるようにし

ている．	

各科目にどういう到達目標

があるのか，それぞれの指導教

員が意識することが大切であ

るため，教員間のコミュニケー

ションを密にしおたがいの状

況を確認しあうことが重要で

あると考える．	

教育指導要領	

	

3-13-8	 各科目の指導内
容，方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか． 

PIBAP 教育システムに従い，

到達目標・評価基準などが書か

れたシラバスを作成している．	

講義は主に大阪大学歯学部

（歯科医師）による講義である

が実習においては専任が行い，

講義内容の調整を行っている．	

教員間で常にコミュニケー

ションを図りながら確認する．	

シラバス	

3-13-9	 各科目の一コマ
の授業について，その

授業シラバスが作成さ

れているか． 

各シラバスには授業ごとの

教育内容が記載されていると

同時に到達目標も記載してい

る．	

シラバスに則って授業が実施さ

れている．	

各年度により講義内容が異

ならないように，教員間で常に

コミュニケーションを図りな

がら確認する．	

シラバス	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

シラバスの作成は学生の授業目標や評価方法を理解させることができるだ

けでなく，各教員の授業進行をコントロールすることができる．学科の方針

を理解させる上でも重要である． 

特になし． 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-14	 （1/1） 
3-14 キャリア教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法などが実施されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-14-10	 キャリア教育
が行われているか 

本校は国家試験に合格させ

るだけでなく，人間教育やキャ

リア教育の充実を図り，社会人

として立派な人材の育成を行

う必要性がある．	

マナー教育・就職オリエンテ

ーション，企業説明会などを通

じてキャリア教育をおこなって

いる．	

キャリア教育の時間を特別

に設けるだけでなく，学園生活

そのものがキャリア教育の場

となるべきであり，日頃の授業

でも細やかな指導をおこなっ

ていかなければならい．	

Hand-book	of	LIFE	STYLE	

3-14-11	 キャリア教育
の実効性は検証されて

いるか 

日頃の授業や学生生活でキ

ャリア教育の学生自己点検表

を作成し，キャリア教育の重要

性を学生に浸透している．ま

た，卒業後に就職した企業に訪

問し，教育の改善を図る．	

卒業生の就職先を訪問し，雇

用側からの卒業生の情報を収集

し，学校教育に反映している．		

就職先の企業から得た情報

をもとに，キャリア教育学生自

己点検に反映していく．	

就職先訪問報告書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

平成 23年 1月 31日に中教審から発表された答申にしたがいキャリア教育
に取り組んでいる。実習の中で職業人としての自覚や態度を涵養しつつ、専

門知識・技術を生かすためのコミュニケーション、問題解決能力をつける指

導により効果を挙げている。 

働くための知識技術と社会で生きていくための人間力を踏まえたキャリア教

育の充実が求められる。入学前から卒業後に至るまで、フローでのキャリア

教育構築を目指す。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-15	 （1/1） 
3-15 授業評価の実施･評価体制はあるか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-15-12	 学生による授
業評価を実施している

か 

学生満足度アンケートの実施 
学生面談時の情報収集 

学生満足度アンケートは個々

の授業に関して学生の意見を吸

い上げるものである．評価が良

くないものに関しては改善策を

話し合い，実行している． 

実施回数がまだまだ少ない．

そのため，各ステップの授業終

了時に学生理解度アンケート

や学生満足度アンケートを実

施する予定である． 

学生理解度アンケート 
学生満足度アンケート 

3-15-13	 授業内容の設
計や教授法等の現状に

ついて、その適否につき

学科や学校として把握・

評価する体制があるか 

学生アンケートの実施 
学生面談時の情報収集 
 

収集した情報はフィードバッ

クし，評価がよくない点があっ

た場合は，改善策を学科内で話

し合うようにしている． 

1学年の学生数が多いため，
各意見を全て反映さすことは

無理だが，方向性を感知して改

善している．  

学生理解度アンケート 
学生満足度アンケート 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生評価は学校評価であると考え，得られた情報を生かして学生満足度の

向上を図る．今後も様々な分野で積極的に実施し，改善できる努力をしてい

く必要がある． 

学校満足度向上に向け今後も積極的に実施して、常にフィードバックから修

正につなげる態勢をとっていきたい。学生の声と現場のフィードバックに差

異が生じないように努力していかなければならない。	

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-16	 （1/3） 
3-16 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-14	 学科の育成目
標に向け授業を行うこ

とができる要件（専門

性・人間性・教授力・

必要資格等）を備えた

教員を確保しているか 

資格を備え，教育力を備えた

教員を確保している． 
 

資格要件の確認だけでなく，

実績・実力ある教員を採用して

いる． 

建学の理念を理解し共感で

きる教員を優先的に採用して

いる．それぞれの時期に必要と

する人材を採用している． 

教員資格に関する書類 

3-16-15	 教員の専門性
レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 

講義科目に関しては，国家試

験時，あるいは業界で必要にな

る知識以上の専門性を有して

いる．実技科目に関しては，臨

床経験を重視し採用している

ため，十分対応できている． 

講義科目担当教員について

は，それぞれの全国歯科技工士

教育協議会編集歯科技工士教本

を使用している．実技担当教員

に関しては，歯科技工士会所属

の教員を採用している． 

自分の専門以外の基本的実

習が担当できない教員もいる．

専門性を高めるとともに，歯科

技工士としての経験を重ねて

いくことも必要である． 

教員履歴書 

3-16-16	 教員の専門性
を適宜把握し、評価し

ているか 

学生アンケートや面談時の

学生の意見・公開授業を参考に

把握している． 

より専門性の高い教員が評

価・アドバイスをおこなうこと

により，さらにそれぞれの教員

が専門性を高めるよう取り組ん

でいる． 

教員の積極的研修の参加を

促す． 
学生アンケート 

3-16-17	 教員の専門性
を向上させる研修を行

っているか 

関連学会や全国歯科技工士

教育協議会の研修会に積極的

に参加する、また滋慶教育科学

研究所の研修を通じ、指導法だ

けでなく、カウンセリング法や

マネージメントなど学生指導、

クラス運営に関する多岐にわ

たる自己研鑽を奨励している。 

各自がそれぞれの研修に参加

している． 
学内においても、夏季や冬季

の学生休暇を利用して教職員

が自主的に研修を行っている。

更なる内容の充実でより良い

教育への反映を目指していき

たい。 

研修修了書 
JESC研修 
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3-16	 （2/3） 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-18	 教員の教授力
(インストラクション
スキル)を適宜把握し，
評価しているか． 

基礎的な教授力は極めて重

要であり，各専任の先生間で教

授法についての勉強会を実施

し，統一した教授法の確立を目

指す必要がある．	

学生満足度アンケートから	

授業の教授法も含めて改善を実

施している．	

専任講師間による教授法の勉

強会を実施し，統一した教授法

の確立を目的として勉強会を

実施していく予定である．	

平成 24 年度自己点検評価

アンケート（学生満足度ア

ンケート）	

3-16-19	 教員の教授力
(インストラクション
スキル )を向上させる
研修を行っているか． 

全技協，関技協，大専各主催

の教員研修および各種学会に

積極的に参加し，各専任のスキ

ルアップを行う必要がある．	

全技協，関技協，大専各主催

の教員研修および各種学会に積

極的に参加して，各々のスキル

アップ向上を図る努力をしてい

る． 

教員としての到達目標が不

明確なため，各専任によりスキ

ルアップの方向性の統一が図

れていない．	

研修修了書	

学内研修資料	

学外研修資料	

学会参加資料	

3-16-20	 教員間(非常勤
講師も含めて )で適切
に協業しているか． 

教員間のリレーションを含

め，実習を協労して行う上で，

極めて重要である．	

実技に関しては専任講師同士

だけでなく，専任と非常勤の先

生とが学年ごとに実技担当者間

で現状を確認している．前期，

後期講師会議でも担当者間で打

合を行っている．	

全ての教科において会議等

の開催が必要と思われる．	

講師会議（分科会）議事録	

3-16-21	 非常勤講師間
で適切に協業している

か． 

同じ実習をご担当して頂く

先生同士が同じ手技・手法で教

授していく必要がある．	

講師会議（分科会）の開催．	 実習においては時間をかけ

て深く検討する必要がある内

容もある．	

	

講師会議（分科会）議事録	
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3-16	 （3/3） 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-22	 非常勤講師の
採用基準は明確か 

教員資格，適性等を勘案し採

用する． 
採用時に履歴書の他，面接等

を実施して判断している． 
自校卒業生の採用において

は人間性や学力についてほぼ

把握できていたが，他校卒業生

も公募するには採用基準の検

討が必要である． 

教員資格保有の証票類等 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

厚生労働省に基づく業務をおこなう上で最も大切なことはソフト面＝人材

であり，良い人材を採用することはもちろん，職場環境作りが重要である．

そのための意識は専任教員・非常勤講師ともに高い水準を維持できている． 

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-17	 （1/1） 
3-17 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-17-23	 成績評価・単
位認定の基準は明確に

なっているか 

国家試験合格までの各学年

での目標到達度知るためにも

成績評価は重要である．学生便

覧・内規・シラバスなどに明確

に記載し，周知している． 

出席，成績，基礎実習および

実習試験から総合的に判断し，

具体的数字を挙げて明示してい

る．入学時・進級時に成績基準

について毎年オリエンテーショ

ンを行っている． 

教員にも学生にも様々な書

類で周知させているため，相互

の誤解もなく問題は発生して

いない． 

学生便覧 
試験・学習の評価内規 
シラバス 

3-17-24	 他の高等教育
機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

歯科技工士の養成は2年以上の
教育機関で単位取得型ではな

く科目履修型の為、単位認定や

単位互換は法律上できない。 

歯科技工士の養成は 2 年以上の
教育機関で単位取得型ではなく

科目履修型の為、単位認定や単

位互換は法律上できない。 

特になし 特になし 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価は明確な規定を基に書類が作成されており，教員・学生ともに周

知されている．これまで問題なく運用されているが，今後は教員，学生およ

び保護者の三者による共通理解項目として実施していきたい． 

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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3-18	 （1/1） 
3-18 資格取得の指導体制はあるか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-18-25	 目標とする資
格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか． 

「歯科技工士養成所指定規則」

に則ってカリキュラムが定め

られている．	

本学科カリキュラムは，「指

定規則」に規定された内容以上

の時間数となっている．	

入学生全員の国家試験合格を

目指していかなければならな

い。	

学生便覧	

3-18-26	 目標とする資
格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか． 

Ⅰ部とⅡ部で定められた要

件をクリアしていけば国家試

験取得が可能になる教育内容

である．	

通常の科目に加え，最高学年

では選択必修科目で国家試験対

策の科目を設けている．	

成績不良者に対してはカリ

キュラム外の補習授業が必要

となっている．	

シラバス	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験取得は学生生活最大の目標であるが，全ての学生を合格させるた

めのカリキュラム編成や体制をとらなければならない．創立以来，国家試験

に関しては高い合格率を維持できている． 

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
教育成果を計る指標は国家試験の合格率である。次に専門職としての就職

率である。その目標達成のために学校満足度の向上は不可欠である。学生が

何を望み、何に不安を感じ、それらを理解し、学生の目標達成のために学校

は努力していかなければならない。 
さらに、学校満足度アンケートだけでなく、日々のカウンセリングにより

心の状態を把握することが重要である。志半ばで夢をあきらめることがない

よう学習的指導と生活的指導を行っていかなければならない。 
また学外における在校生・卒業生の活躍は、現段階では学校へ申告があっ

たもののみの把握となっている。今後、同窓会 WEB などを活用して双方向
の情報のやり取りができるシステムを構築していきたい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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4-19	 （1/1） 
4-19 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-19-1	 就職率 (卒業者
就職率・求職者就職

率・専門就職率)の向上
が図られているか 

就職率は 100%を目標とし、就職

担当者と教員が中心とした就

職指導体制があり、卒業生就職

率・求職者就職率・専門就職率

の向上が図られている。	

Ⅰ部（１年後期）とⅡ部（2 年後

期）に就職に対する心構えを浸

透させるため，マナーやセミナ

ー等の開催を実施している．	

就職委員会が行うセミナー

や学内企業説明会（参加企業９

社）、歯科技工士会が行う技工

所ガイダンスや企業見学会な

ど、就職への意識付けが教育成

果にもつながると考え、早い段

階からの取り組みが必要であ

る	

就職関係資料	

個別相談資料	

4-19-2	 就職成果とその
推移に関する情報を明

確に把握しているか 

就職成果とその推移に関す

る情報を公表する．	

年度報告資料を作成すること

により，具体的な件数は掌握で

きている．	

就職後の早期離職者の把握

は困難を極めている．	

キャリアセンター資料	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職情報は就職説明会の実施や求人票で連絡している．早期の就職先獲得

と就職内定も比較的上手く流れている．求人票の中から学生の希望先の就職

先を選定し，安定した企業に就職させることが重要である．また，毎年ここ

の卒業生を採用したいと思われる環境をつくりたい． 

転職が多い業界であるため，業界との対策連携が重要課題である． 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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4-20	 （1/1） 
4-20 資格取得率の向上が図られているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-20-3	 資格取得率の向
上が図られているか． 

国家試験の分析、傾向と対策

を専門に行う担当者を設置し

ている。グループの国家試験対

策センターから提供されてい

る JWEB（携帯で国家試験対策）

などを活用している。授業時間

外での指導に加え、長期休暇を

利用した補講も行っている。	

資格取得率の向上には留年生

や退学者もゼロが不可欠、対策

として学生満足アンケートや個

別面談等の回数を年々増やし、

学生一人ひとりに対してのカウ

ンセリング、個別指導を行って

いる。	

退学者や留年生を減少させ

ることを目的として，放課後や

長期休暇における学科補習の

充実を行い、学生一人ひとりの

対応を怠らない。	

全国歯科技工士教育協議

会アンケート資料	

4-20-4	 資格取得者数と
その推移に関する情報

を明確に把握している

か． 

在校生のみならず，卒業生の

資格取得者数とその推移を把

握する．	

把握できている．	 特になし	 学生募集資料	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

合格率は約 100％を維持できている。効率の良い指導を行うために学力格差
を軽減する必要がある。入学後の学力格差を軽減するために、さらなる入学

前教育・導入教育の充実が求められる。 

特になし。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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4-21	 （1/1） 
4-21 退学率の低減が図られているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-21-5	 退学率の低減が
図られているか 

学生に夢と希望が持てる学校

教育を目指すことが，退学率の

減少に繋がるものと考えられ

る． 

留年生や退学者もゼロではな

いのが現状、対策として学生満

足アンケートや個別面談等の回

数を年々増やし、学生一人ひと

りに対してのカウンセリング、

個別指導を行っている。	

退学者や留年生を減少させ

ることを目的として，放課後や

長期休暇における学科補習の

充実を行い、学生一人ひとりの

対応を怠らない。	

教育指導要領 
個人調書 

4-21-6	 入退学者数とそ
の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

入退学者数とその推移に関す

る情報について把握する．  
全体会議で学生現況について

教職員に報告している． 
特に問題なし． 全体会議議事録 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

退学者を減少させるためには，学力不足によるものが多い．そのため，補

習，放課後および長期期間中に具体的勉強法の教授を含め，繰返して補習を

行う． 

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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4-22	 （1/1） 
4-22 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-22-7	 卒業生・在校生
の社会的活躍及び評価

を把握しているか 

在校生のみならず卒業生が

業界でいかに活躍しているか

の評価を把握する． 

卒業生はもちろん在校生の社

会的活躍は本人の自己申告によ

るところが大きく，把握しきれ

ないことが多い． 

業界での活躍など把握でき

るシステムを構築していきた

い． 

同窓会資料 

4-22-8	 卒業生の例とし
て特筆すべきものを記

述できるか 

業界や社会で活躍できる人

材を育成していく． 
業界では歯科技工士会の役員

など活躍する卒業生がでてきて

いる．また，QDT（商業誌）へ
の投稿なども多くなった． 

卒業生が活躍できるような

環境を常に提供することが重

要であると考えられる． 

同窓会資料 

4-22-9	 在学生や卒業生
の作品や発表が，外部

のコンテスト等で評価

されたか 

学術的な発表をおこなう学

生・卒業生を輩出する． 
業界学会のコンテストや学術

発表会での表彰等も年々増加傾

向にある． 

卒業後も自らが行動して，積

極的に学術発表やテクニカル

コンテストに参加する卒業生

を排出できる環境の整備を行

う． 

日本歯科技工学会誌 
学術大会抄録 

4-22-10	 在学生や卒業
生の作品や発表が，外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述できるか 

在校生・卒業生が外部で評価

される人材を育成する． 
在校生においては学会や企業

が開催するコンテストで成果が

上がっているが，卒業生では少

ないことから尚一層の活躍を促

したい． 

今後優れた人材を輩出でき

る態勢をとっていきたい． 
日本歯科技工学会誌 
日本歯科技工士会発行日本歯技 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

在校生においては，業界のテクニカルコンテストに参加して入賞するなど

の成果を得てきた。卒業生の把握に関しては自らの情報発信に頼るところが

多く、今後、HPなどをさらに利用して情報を把握する必要がある。 

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
入学した学生全員が目標達成に向け頑張っていける環境作りが学生支援だ

と考えている。ネガティブな事案はポジティブに、ポジティブな事案はより

ポジティブになるようサポートしていかなければならない。学生の学校生活

全般にわたるサポートとして以下の 6つに取り組んでいる。 
①就職サポート 
②カウンセリングサポート 
③学費サポート 
④健康サポート 
⑤課外活動サポート 
⑥一人暮らしサポート 
上記以外にも、学生と学校の関係だけでなく、保護者にもご理解をいただ

き、成績や出席状況などを共有し、保護者と学校が協力して目標達成へのバ

ックアップ体制を構築している。 
また卒業生へのサポートとして同窓会が中心となった勉強会の開催や、卒

業生を対象とした就職転職もキャリアセンターが行っている。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-23	 （1/1） 
5-23 就職に関する体制は整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-23-1	 就職相談室の設
置など就職支援に関す

る体制は整備されてい

るか 

就職担当者と最高学年の担

任が中心となりきめ細かな支

援を実施する．	

Ⅰ部，Ⅱ部のクラス担任と就

職担当者が有効に機能してい

る．	

就職指導/相談室を設けていな

い。	

	

就職指導資料	

5-23-2	 就職に関する説
明会を実施しているか 

就職オリエンテーションが

実施されている．	

就職ガイダンスだけでなく，

マナー教育やモチベーションセ

ミナーなども含め，就職にいた

るプロセスが実施されている．	

就職担当者の人員が不足し

ており，さらに充実させていく

には人員増が望まれる．	

就職指導資料	

5-23-3	 就職に関する学
生個別相談を実施して

いるか 

就職担当者を中心に，最高学

年担任など就職担当教員が学

生個別相談をおこなう．	

就職担当者及び担任での相

談・担任への相談など，多重構

造で対応しており，学生は気軽

に相談できる．	

特に問題はない．	 就職指導資料	

個人調書	

5-23-4	 就職の具体的活
動 (履歴書の書き方な
ど )に関する指導を実
施しているか 

就職ガイダンスにより就職担

当者が指導する．	

就職に関係する広い情報を提

供し，はじめて就職する学生の

支援態勢ができている．	

特に問題はない．	 就職指導資料	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事務局就職担当者，教務および同窓会組織の連携を円滑にし，優良企業への

就職先の選別と早期決定を行うための行動ができている． 
 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-24	 （1/1） 
5-24 学生相談に関する体制は整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-24-5	 学生相談室の設
置など学生相談に関す

る体制は整備されてい

るか 

担任が定期的な個別面談を

おこなっているほかカウンセ

ラーが定期的に学生相談を実

施する．	

担任を中心に面談時に問題が

ないか学生に確認するほか，カ

ウンセラーが学生相談を行って

いる．担任以外でも随時相談事

があれば相談に乗る．	

問題がありそうな学生に関

しては教職員が声を掛け，コミ

ュニケーションをできるかぎ

り密にとっていくことが望ま

しい．	

個人調書 

5-24-6	 学生からの相談
に応じる専任カウンセ

ラーがいるか 

カウンセラーが学生相談を

実施している．	

月 2 日カウンセラーが予約制

で学生相談を実施している．常

駐しているカウンセラーはいな

い．	

常駐しているカウンセラー

がいない．予約制となると学生

も相談を躊躇することがある．	

個人調書 

5-24-7	 留学生に対する
学生相談体制は整備さ

れているか 

留学生の受入れ態勢を整備

する．	

現状では創立以来留学生の受

け入れは数人いた．しかし，日

本語が出来たため，対応に困ら

なかった．	

受け入れ体制については今

後教職員スタッフの英語のレ

ベルアップが必要であると思

われる．	

教育指導要領 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談は担任を中心とする専任教員とカウンセラーなどの専門家の両面

で対応していくことが望ましい．現時点で専門家による相談は制限が多いた

め専任教員によるものが大半を占める．しかし，問題が大きいときはカウン

セラーに委ねることができるという態勢である．留学生の受入れに関しては

教職員スタッフの英語のレベルを向上することが重要であると考えられる．  

精神面での問題を抱える学生が増えているように思われるが，カウンセラ

ーと担任の連携が必要になってくる．個人情報でもあるため相談内容につい

ては取り扱いに細心の注意が必要である． 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-25	 （1/1） 
5-25 学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-25-8	 奨学金制度は整
備されているか 

経済面に不安をかかえる学

生に対しては，奨学金による支

援をおこなう． 

事務局に奨学金担当がおり，

説明会を開くなど支援できる体

制をとっている．奨学金を受給

することにより学業を継続でき

る学生は多い． 

特に問題はない． 事務局奨学金担当資料 

5-25-9	 学費の分納制度
はあるか 

学費を一括で納入できない

学生には分納制度で対応する． 
分納制度は一律でなく，個別

に分納のプランを立て，無理の

ない範囲で支払いができる体制

で支援している． 

特に問題はない． 事務局資料 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的な問題を抱える学生は増加傾向にあると思われる．学校側が奨学金

や分納制度により学業を続けることができることも多いため，支援体制を構

築しておくべきである．本校は奨学金に関する体制が充実している． 

経済的側面の支援は整備されているといえる。サポートスタッフとしてファ

イナンシャルアドバイザーが常駐しており、奨学金や学費分納、奨学金返済

の相談にのっている。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-26	 （1/1） 
5-26 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-26-10	 定期的に健康
診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

学校保健安全法に基づき定

期健診により学生の健康面へ

の支援体制が充実している． 

学校保健安全法に基づき健康

診断の実施はもちろん，再検査

あるいは精密検査が必要な学生

には受診を促している． 

再診率の向上に取り組んでい

かなければならない。 
教育指導要領 

5-26-11	 学生からの健
康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

専門家の視点で学生の健康

相談ができるグループ内のク

リニック（慶生会）や近隣の医

院等と連携 

健康相談に応じる医師が近隣

に開業されているので，いつも 
その先生が対応してくれてい

る． 

健康相談のための医師や看

護師を常駐させるのはむずか

しいができる範囲で行う． 

教員名簿 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

健康診断後の学生のフォローを中心に，専門家医への受診と治療を促して

いる． 
特になし． 
 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-27	 （1/1） 
5-27 課外活動に対する支援体制は整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-27-12	 スポーツ等の
クラブ活動，その他，

課外活動に対する支援

体制は整備されている

か． 

スポーツ等のクラブ活動、そ

の他ゴスペル部など課外活動

に対する支援体制を充実する． 

学友会主導の下，学生同士の話

し合いの中で決定している．土

日祝日の校舎の空いている時を

利用して各種クラブ活動の場を

内外に開放している． 

課外活動参加が学習活動の妨

げにならないように指導して

いかなければならない。 

校友会資料 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

課外活動に費やす時間の確保が困難であるため，クラブ活動等は活発では

ないが，そのような中でも活動している学生への支援は行っていきたい． 
特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-28	 （1/1） 
5-28 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-28-13	 遠隔地出身者
のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

支援は行われているといえる。

グループが運営する寮長寮母

が常駐する寮や、自炊型学生マ

ンションなどが設置されてい

る。経済面で入寮が困難な場合

は、信頼のおける学生マンショ

ンなどの情報提供も個別に対

応できている。 

多くの学生が滋慶学園グルー

プの所有する学生寮に入居し，

生活している． 

担任を中心とした一人暮らし

の学生への生活面での更なる

ケアが必要とされる。 

入学案内 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学生や在校生はいつでも学生寮を斡旋できる環境にある．多くの学生が

学生寮に入居して生活している． 
特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-29	 （1/1） 
5-29 保護者と適切に連携しているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-29-14	 保護者と適切
に連携しているか． 

保護者との連絡は密に取り、

良好に関係が保てている。保護

者会以外でも希望があれば、個

別の対応は実施している。情報

を交換することで家庭と学校

双方のバックアップ体制が築

けている。 

入学前には保護者説明会を開

催して現状を把握している．ま

た，入学後も保護者に電話連絡，

あるいは来校して頂き面談を行

っている． 

特に問題はない． 教育指導要領 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期試験で成績不良者は保護者と学生と三者面談を行い，現状の問題を明

確にし，理解して頂いて成績向上を図る．また，保護者の方々への協力を促

し，学校，学生および保護者との連携を行う．  

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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5-30	 （1/1） 
5-30 卒業生への支援体制はあるか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-30-15	 同窓会が組織
化され，活発な活動を

しているか 

同窓会支部活動や卒後教育

の充実を図る． 
同窓会はしっかりと機能して

いる．学術講演会は基より，大

阪を本部として 11支部で年一回
支部会が開催され，卒業生との

交流会が行われている． 

在学年から同窓会活動に積

極的に組み込むことで，卒業後

の同窓会活動の参加が期待で

きる． 

学生便覧（同窓会規約） 

5-30-16	 卒業生をフォ
ローアップする体制が

整備されているか 

卒業後のキャリアアップ等

による職場の転向相談・生涯学

習の支援をおこなう． 

職場の転向は卒業後何年たっ

ても行っている．また同窓会活

動を通じて，学校が情報発信の

場になることにより，生涯学習

の支援に十分なっている． 

特に問題はない． 学生便覧（同窓会規約） 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生が業界で活躍するためには同窓会活動や卒後教育などで卒業生をフ

ォローアップしていくことが重要である．同窓会活動は非常に有効に機能し

ている．また，新大阪テクニシャンクラブなど業界や在校生との交流も広く

おこなわれており，継続して活発な活動をおこなっていきたいと考える． 

特になし 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
教育成果を上げるためにも、資器材の充実は重要である。 

学科の事業計画作成時に次年度必要な資器材の予算が組まれてういる。パブ

リックペースについては施設設備担当者が日常の点検を行っており、不具合

があると対応している。 
	 海外研修においては、その専門性に特化した世界最先端の知識技術を学べ

る内容でプログラムされている。 
	 防災に関しては、消防計画に基づき毎年訓練を行っている。また、グルー

プ作成の防災マニュアルや、緊急連絡網、安否確認システム等を導入してい

る。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
教育環境の整備に関しては、IT やタブレットなど IT を用いた教材利用な

どが望まれる。効率よく学習できる環境を整備するための方法論に関しては

まだまだ工夫の余地があり、今後新しい教授法に基づいた教育環境の整備を

引き続き行っていたいと考えている。 
今後さらに教育環境を整備し、安心安全でより学びに適した学校づくりが

必要である。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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6-31	 （1/1） 
6-31 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-31-1	 施設・設備は，
教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

法令に基づいた施設・設備は

もちろんのこと，さらに充実さ

せるための整備をおこなう．	

校舎設備だけでなく，学習の

ための備品を年々充実させてい

る．	

タブレットなど IT を活用し

た機材の開発・活用が課題．有

効な利用法を模索していきた

い．	

学科会議議事録	

講師会議議事録	

(前期/後期)	

6-31-2	 施設・設備のメ
ンテナンス体制が整備

されているか 

新しい施設・設備の導入だけ

でなく，既存のものに対しては

メンテナンスをおこない環境

を維持する．	

日々の点検に加え，特に長期

休暇中には一斉に点検をおこな

っている．		

大規模なメンテナンスの場

合，予算申請から実行という流

れが必要なため，実行までに時

間がかかることがある．	

全体会議議事録	

6-31-3	 施設・設備の更
新に関する計画を立

て，計画通りに更新し

ているか 

計画にもとづいた定期的な

メンテナンスをおこない，常に

整備された環境で学習できる

ようにしていく．	

教室や廊下など校舎全体にか

かわるメンテナンスは計画的に

おこなわれている．学科単位の

定期的なメンテナンスは不十分

であると考える．	

メンテナンスのための予算

を毎年計上し，計画的なメンテ

ナンスをおこなっていきた．	

全体会議議事録	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

施設・設備は、厚生労働省の指導要領に基づき教育上の必要性に十分対応

できるよう整備されているといえる。医療従事者として意識を高めるために、

「環境の整備」は必須事項である。 

特になし． 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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6-32	 （1/1） 
6-32 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-32-4	 学外実習、イン
ターンシップ，海外研修

等について外部の関係

機関と連携し，十分な教

育体制を整備している

か 

外部関係機関等と連携し、手

続き面に関係する機関，および

受け入れ先の機関とも十分に

連携し実施する． 

IDS（世界デンタルショー），
歯科関連メーカーの見学，ドイ

ツおよびフランスでの海外研修

をおこなっている．また、夏期

に歯科技工士会主催の歯科技工

所見学に参加している． 

開かれた教育を目指し、今後も

積極的に取り組んでいきたい 
海外研修報告書 
技工所見学報告書 

6-32-5	 学外実習，イン
ターンシップ，海外研

修について，その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

教育効果を検証し，その結果

によりさらに充実させる工夫，

あるいは変更点を検討してい

く． 

それぞれの研修に対する学生

アンケートを実施している．  
アンケートを基に魅力的で

学生満足度の高い海外研修の

実施を目指している． 

海外研修報告書 
技工所見学報告書 
学生アンケート 
 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

海外研修，日本歯科技工学会，技工士会等の講習会の学生参加により， 
学生満足度の高い教育体制が整備できている． 

学外実習や海外研修について十分な教育体制を整備している。隔年ではある

が海外研修が実施されている。また学会発表や業界団体での訓練にも積極的

に参加し、教育成果を得ている。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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6-33	 （1/2） 
6-33 防災に対する体制は整備されているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-6	 防災に対する体
制は整備されているか 

想定される災害に対する防

災体制は整備されており、緊急

連絡メールシステムが設置さ

れている。損害保険等にも加入

している。避難訓練等を行って

いる。学生には、防災マニュア

ルが配布されている。 

教職員の防災訓練，学生への

啓蒙活動などを，定期的におこ

なっている．また，火災報知器

なども整備されている．非常勤

講師には「防災マニュアルブッ

ク」を配布している． 

実際に有事があった際にど

こまで有効に機能するか、不安

がある． 

防災マニュアルブック 

6-33-7	 災害を起こす可
能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

災害を起こす可能性のある

ものに関して，その危険性を喚

起する． 

	 機器の取扱いにより，火災が

発生する可能性が高いことは何

度も伝えている． 

災害時の訓練を定期的に実

施する必要がある． 
防災マニュアルブック 

6-33-8	 実習時等の事故
防止の体制は十分か 

事故防止のためのマニュア

ルを作成するなどして，徹底し

ておこなう． 

マニュアルを作成し，学生へ

の啓蒙をおこなっている． 
実習担当職員に徹底されて

いない面も多い．今後さらに重

要性を訴えていきたい． 

防災マニュアルブック 

6-33-9	 万が一の災害が
起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

学校全体で保険に加入を必

須とする． 
損害保険に加入し，実際に利

用されている． 
現時点で特に問題はないが，

オプションなどにより，個々対

応できるような個別対応も検

討していきたい． 

事務局書類 
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6-33	 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-10	 防災訓練を実
施しているか 

教職員・学生ともに定期的に

防災訓練を実施して，有事に備

える．	

学生、教職員に対しては例年 7

月に訓練を実施している．学

生・非常勤講師に対しては「防

災マニュアルブック」を用いて

の説明と具体的な避難経路など

の説明し，訓練を行う．	

常日頃から危機管理を行う	 防災マニュアルブック	

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災は事が起こってしまってからでは遅いため，常日ごろからの訓練や啓

蒙活動が重要となる．防災設備に不備はないと思われるが，高い意識のもと

防災訓練をおこなえるようにしなければならない． 

登下校時における有事の際の安否確認が重要である． 
 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 中川	 正史 
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基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校では学生募集を単なる学生募集業務として捉えず、入学前教育と位置づ

けている。 
「専門学校を希望する人たちに目指す業種や業界、滋慶グループでの授業や

生活をわかりやすく理解してもらい、自分の目指すものを明確にし、夢とや

る気を持ってもらうためのプレスクールであり、自己発見のサポートである」

と定義付けている。 
綿密に計画された広報計画書を基に目標が定められ、スケジュールが組まれ

ている。広報担当者を中心にサッカー型の広報を展開し、教職員が一丸とな

って取り組んでいる。 
学校定員を下回ることなく順調に推移している。 
学生募集活動の適正さや客観的判断を知る為に、入学者・非入学者アンケー

トを取り確認している。 
入学選考については、大阪府専修学校各種学校連合会の定めた規定に従って

いる。入学選考や入学手続きに関しては、全て募集要項に記載されており、

入学希望者に配布されている。 

学校案内・ホームページ・媒体紙・DM など、学校から発信される情報は、

事実に基づく実績、学校生活をイメージさせる在校生紹介、卒業後をイメー

ジさせる卒業生の活躍や業界の展望を紹介している。高校生向け既卒者向け

保護者向けなど、対象者別にリーフレットが作成されている。 
体験入学においては、学校、学科の説明だけでなく、目指す資格や職業がイ

メージしやすい職業体験や、個別相談の時間が設けられ参加者目線に立った

運びとなっている。運営は教職員だけでなく在校生から起用した学生スタッ

フもあたっている。昼間に行われるオープンキャンパスに参加できない社会

人やクラブ活動をしている高校生に対しては、平日の夜にⅡ部授業見学会（Ⅱ

部ケン）を実施している。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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7-34	 （1/1） 
7-34 学生募集活動は、適正に行われているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-34-1 	 学生募集活動
は、適正に行われてい

るか 

大阪府専修学校各種学校連合

会の規定に基づき、適正に行っ

ている。広告倫理委員会・個人

情報保護委員会などを設置し

管理している。 

事務局を中心に学生募集を行っ

ている。 
 ・学校パンフレット 

・ホームページ 
・リーフレット 

7-34-2	 学校案内等は、
志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか 

志望者のみならず保護者の理

解も得られる広報活動を目指

している。 

志望者や保護者など、対象別の

リーフレットを作成している。 
 ・学校パンフレット 

・ホームページ 
・リーフレット 

7-34-3	 志望者等の問い
合わせ・相談に対応す

る体制があるか 

志望者や保護者の問い合わせ

に対応できるシステムを構築

している。 

入試・国家試験・就職・学費な

ど用途別の相談に対応できるよ

う案内している。 

 ・学校パンフレット 
・ホームページ 

7-34-4	 募集定員を満た
す募集活動となってい

るか 

定員（募集目標数）を満たす学

生募集を目指している。 
毎年、広報企画書を作成し募集

定員を満たしている。 
高校卒業者や社会人、などへ

の広報の強化 
・基礎資料調査 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎年、広報担当者を中心に綿密な広報計画書が作成されている。入学者アン

ケート、非入学者アンケートによる客観的なデーターをもとに募集活動内容

の見直しや変更を適時行っている。学力レベルの低下に対する合格決定後の

指導の充実はもとより、入学前における職業への理解や意思の確認、モチベ

ーションの持続に努力しなければならない。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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7-35	 （1/1） 
7-35 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-35-5	 学生募集におい
て、就職実績、資格取

得実績、卒業生の活躍

等の教育成果は正確に

伝えられているか 

実績や卒業生の活躍、業界情報

は正確に志望者に伝えること

を目標としている。 

就職実績や資格取得実績は学校

案内・ホームページ等で数字化

したデーターに加え詳しく説明

している。 

教育成果だけでなく、その成果

に達するまでのプロセスの重

要性も伝えていかなければな

らない。 

・学校パンフレット 
・ホームページ 

7-35-6	 卒業生の活躍の
教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 

志望者に卒業生の活躍を紹介

し、自らの将来像をイメージす

ることが重要であると考えて

いる。 

学校案内での紹介だけでなく、

実際に卒業生が来校する体験入

学も行っている。志望者の入学

理由においても、就職実績とい

う理由が多い。 

 ・入学後アンケート 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験結果・就職結果を伝えるだけでなく、志望者に将来像を抱かせ明確

な目標目的を持たせることが重要である。卒業生の活躍はその具体例として

明確であると考えている。入学前の期間を入学前教育と位置づけ、在学中は

もちろん卒業後教育まで一貫した教育を実践している。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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7-36	 （1/1） 
7-36 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-36-7	 入学選考は、適
正かつ公平な基準に基

づき行われているか 

入学選考基準は適正かつ公平

な基準に基づき行われるべき

だと考えている。 

入学試験判定会議によって合否

が判断され、議事録にて記録さ

れている。 

総合的な判定からみる入学

試験時の適性確認だけでなく、

将来における医療専門職適性

も判断として加味していかな

くてはならない。 

・入試判定会議議事録 

7-36-8	 入学選考に関す
る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

入学選考の状況は、全教職員が

関心事として取り組むべき課

題と考えている。 

広報担当者から朝礼や会議での

報告に加え、適時教職員が確認

できるよう教務室に掲示されて

いる。 

  

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理事長、校長に加え各セクション責任者と学科教員とで構成される入学試験

判定会議が試験ごとに開催される。適正かつ公平な基準をもとに行われてい

る。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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7-37	 （1/1） 
7-37 学納金は妥当なものとなっているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-37-9	 学納金は、教育
内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 

学納金は、妥当だと考えてい

る。充実した教育と快適な学校

生活を提供するため学納金を

設定すべきものと考えている。 

学納金による負担の軽減策とし

て分納制度や奨学金、教育ロー

ンを紹介している。 

設定された学納金に対して、

質の高い教育を提供すること

が重要であると考えている。 

・募集要項 
・奨学金教育ローンのサポ

ート BOOK 
・学費支援のご案内 

7-37-10	 入学辞退者に
対する授業料等の返還

について適正に処理さ

れているか 

入学辞退者に対する授業料等

の返還は適正に処理されるべ

きものと考えている。 

辞退者の授業料返還に関しては

募集要項に記載しており、適正

に処理している。 

 ・募集要項 

7-37-11	 学納金に関す
る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

学校運営の基礎となる学納金

について、会計担当者を中心に

常に把握しておくべきものと

考えている。 

本部会計より学校会計担当者に

適時報告されるシステムが構築

されている。 

 ・経理資料 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学納金は募集要項への記載だけでなくさらに詳細に説明が記載された専用の

リーフレットを作成している。また研修を何度も経験したファイナンシャル

アドバイザーの職員が説明を行っている。 

奨学金や各種教育ローンなどの学費サポートシステム活用し、経済的負担の

軽減に努めていきたい。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
財務状況は健全であるといえる。また収支計画書に沿った運営が出来ている。 
予算・収支計画は有効かつ妥当に執行されており、充実した教育を提供でき

る環境にある。中長期的に安定が見込める。 
監査による指摘点は即時是正されている。また情報公開に向けた取り組みと

して、適正な資料が作成されている。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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8-38	 （1/1） 
8-38 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-38-1	 中長期的に学校
の財務基盤は安定して

いるといえるか 

財務基盤の安定を運営目標と

している。 
毎年作成される予算計画におい

て 5 年後までの収支を作成し、
収支計画書に沿った運営がなさ

れている。 

 事業報告書 

8-38-2	 主要な財務数値
に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 

財務数値にかんする情報は常

に正確に把握されるべきもの

と考えている。 

本部会計より適時変動状況の報

告があり把握している。 
 事業報告書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務状況は健全であるといえる。また収支計画書に沿った運営が出来ている。  

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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8-39	 （1/1） 
8-39 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-39-3	 年度予算、中期
計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 

年度予算、中期計画は、目的・

目標に照らして有効かつ妥当

なものとなっている。 

年度予算、中期計画は、目的目

標に照らして有効かつ妥当なも

のとなっており、毎年 5 年先ま
での収支計画が立案されてい

る。 

 ・事業計画書 
・事業報告書 

8-39-4	 予算は計画に従
って妥当に執行されて

いるか 

予算は計画に従って妥当に執

行されなければならない。 
計画的に執行されている。  ・事業計画書 

・事業報告書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

予算・収支計画は有効かつ妥当に執行されており、充実した教育を提供でき

る環境にある。中長期的に安定が見込める。 
 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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8-40	 （1/1） 
8-40 財務について会計監査が適正に行われているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-40-5	 財務について会
計監査が適正におこな

われているか 

財務について会計監査が適正

におこなわれるべきであると

考えている。 

毎年、監事 1 名による決算書類
の監査を実施している。 

 ・決算書類 
・監査報告書 

8-40-6	 会計監査を受け
る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

決算終了後すみやかに行われ、

監事による指摘を是正して行

く必要があると考えている。 

毎年 5 月に監事・本部会計担当
者で監査を実施している。 

 ・決算書類 
・監査報告書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

会計監査は適正に行われており、監事による指摘点は是正されている。  

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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8-41	 （1/1） 
8-41 財務情報公開の体制整備はできているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-41-7	 私立学校法にお
ける財務情報公開の体

制整備はできているか 

財務情報公開の依頼があれば

速やかに開示できる準備が必

要と考えている。 

適正に資料の作成が行われてい

る。 
 ・財務情報公開用決算書 

8-41-8	 私立学校法にお
ける財務情報公開の形

式は考えられているか 

私立学校法に則った財務情報

公開資料の作成が必要と考え

ている。 

適正に資料の作成が行われてい

る。 
 ・財務情報公開用決算書 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

情報公開に向けた取り組みとして、適正な資料が作成されている。  

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校は専修学校設置基準に基づき学校を設置し、歯科技工士学校養成所指定

規則に基づき学科を設置している。 
また理事会をベースにコンプライアンス委員会、個人情報保護委員会などを

設置し、法令順守に基づき適正な学校運営をおこなっている。 
教育においては各学科（各国家資格）でコンプライアンスの重要性をカリキ

ュラム（関係法規等）に落とし込み実施している。 
個人情報保護法に基づき、厳重な管理体制となっている。個人情報保護規定

を定め個人情報保護委員会が中心となり運用している。オリエンテーション

において学生にも個人情報保護の教育を実施している。志望者に対しては、

募集要項にその情報の用途を明記し、学校の姿勢を示している。 
自己点検自己評価の実施を現在進めており、学校関係者評価の準備も開始さ

れている。 

 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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9-42	 （1/1） 
9-42 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-42-1	 法令や専修学校
設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 

コンプライアンスに沿った適

正な学校運営がなされるべき

と考えている。 

法令や専修学校設置基準等が遵

守され、適正な運営がなされて

いる。監事に監査も適時おこな

われている。 

 ・基本調査 
・基礎資料調査 
・五条報告 

9-42-2	 法令や専修学校
設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 

教職員全員がコンプライアン

スに沿った教育活動を行うべ

きと考えている。学生において

もコンプライアンスの理解は

重要であると考えている。 

教職員については運営会議や全

体会議での研修を実施してい

る。学生においては、各学科で

の医療概論や関係法規の授業で

行っている。 

 ・議事録 
・シラバス 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令は遵守すべきものあり、特に指定養成校にとっては細かな法令をも理解

していなくてはならない。法令遵守は教職員のみならず国家資格有資格者と

なる在校生の理解も重要であると考えている。現在本校はコンプライアンス

に沿った学校運営がなされているといえる。 

法令は遵守すべきものであり、特に指定養成校にとっては細かな法令も理解

していかなくてはならない。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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9-43	 （1/1） 
9-43 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-43-3	 志願者、学生や
卒業生および教職員等

学校が保有する個人情

報に関し、その保護の

ための対策がとられて

いるか 

学校が保有する個人情報は厳

重に管理されるべきと考えて

いる。 

学校が保有する個人情報は厳重

に管理されている。個人情報保

護規定を定め、個人情報保護委

員会が設置されている。 
また適時、エイドトラストエー

ジャンシーによる個人情報保護

の取り組み状況ヒアリングが行

われている。ホームページにお

いては、ＴＲＵＳＴｅプライバ

シーライセンスを取得してい

る。 

SNS における個人情報の流出
や被害防止を目的に教職員、全

学生を対象に IT リテラシーの
勉強会を次年度開催予定 

・個人情報保護規定 
・ホームページ 
・ＴＲＵＳＴｅ認証ライセ

ンシー 
 

9-43-4	 個人情報に関し
て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 

教職員全員が個人情報保護法

に基づいた教育活動を行うべ

きと考えている。学生において

も個人情報保護法の理解は重

要であると考えている。 

教職員においては学内に設置さ

れた個人情報保護委員会により

全体会議などにおいて啓発が行

われている。 
学生においても、個人情報保護

委員会より学年始めのオリエン

テーションを利用し啓発してい

る。 

 ・個人情報保護規定 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報保護法に基づき、厳重な管理体制となっている。個人情報保護規定

を定め個人情報保護委員会が中心となり運用している。オリエンテーション

において学生にも個人情報保護の教育を実施している。 

学校は個人情報の集積であるとも言える。教職員や講師、学生において更な

る理解が必要である。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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9-44	 （1/1） 
9-44 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-44-5	 自己点検・自己
評価を定期的に実施

し、問題点の改善に努

めているか 

自己点検・自己評価の定期的に

実施、それによる問題点改善が

重要と考えている。 

現在、自己点検自己評価を作成

しており、完成後、問題改善に

向け取り組もうと考えている。 

  

9-44-6	 自己点検・自己
評価に関する方針は確

立されているか 

自己点検・自己評価に関する方

針は確立が重要と考えている。 
学内に横断的な自己点検自己評

価委員会を設置し実行方針を定

めている。 

  

9-44-7	 自己点検・自己
評価に関する方針は関

係者に対して正確に伝

わっているか 

自己点検・自己評価に関する方

針は関係者に対して正確に伝

えるべきだと考えている。 

現在準備中である。   

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

自己点検・自己評価の準備を現在進めている段階である。 PDCAサイクルでより良い学校を目指していかなくてはならない。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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9-45	 （1/1） 
9-45 自己点検・自己評価結果を公開しているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-45-8	 自己点検・自己
評価結果を公開してい

るか 

自己点検・自己評価結果の公

開は重要であると考えている。 
現在準備中である。   

9-45-9	 自己点検・自己
評価結果の公開に関す

る方針は確立されてい

るか 

自己点検・自己評価結果の公

開に関する方針は確立されな

ければならないと考えている。 

現在準備中である。   

9-45-10	 自己点検・自
己評価結果の公開に関

する方針は関係者に対

して正確に伝わってい

るか 

自己点検・自己評価結果の公

開に関する方針は関係者に対

して正確に伝えるべきだと考

えている。 

現在準備中である。   

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

自己点検・自己評価の準備を現在進めており、平行して学校関係者評価の準

備もしている。 
PDCAサイクルでより良い学校を目指していかなくてはならない。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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基準１０ 社会貢献 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
「職業人教育を通して社会に貢献する」というミッションをもって学校が

運営されている。教職員や学生たちがそれぞれの専門性と学校が持つ教育資

源を活かし、企業や地域団体などと連携しながら、さまざまな分野で社会貢

献活動に取り組んでいる。 
	 生涯教育においては同窓会が中心となって活動しているが卒業生だけでな

く、地域・社会に開かれた学校を目指して取り組んでいる。 
	 学校施設については地域の献血ステーションとして会場提供している。 
	 社会問題への取り組みとしては、地球温暖化防止を目指しエレベーターの

使用制限（2 アップ 3 ダウン）、廊下電灯の間引き点灯、空調の温度設定 28
度キープ、使用電力メーターを設置している。ゴミの分別、ペットボトルの

キャップ集め（ワクチン）も行っている。クールビズも実施している。 

現状として本校は、地域ボランティアに積極的に取り組んでいる。 
・赤い羽根の共同募金に協力している。 
・年に一度、学校施設を地域の献血センターとして開放 
・業界関係者や同窓会、卒業生にに対し、講習会や勉強会等に施設の貸出し

を行う 
・学園祭での地域交流 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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10-46	 （1/2） 
10-46 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-46-1 	 広 く教育機
関、企業・団体、およ

び地域との連携・交流

を図っているか 

広く教育機関、企業・団体、お

よび地域との連携・交流は重要

と考えている。 

学校関係者以外が参加可能な講

習会や講演会が実施されてい

る。学園祭では、大人だけでな

く地域の子供が参加しやすい環

境を整えている。 

今後、もっと学生が参加できる

地域交流との連携を計画して

いきたい。 

	  

10-46-2	 学校の資源を
活用し、生涯学習事業

や雇用促進への支援を

行っているか 

学校の資源を活用し、生涯学習

事業や雇用促進への支援は重

要であると考えている。 

生涯学習・卒後教育に関しては

同窓会等が中心となって講習会

等が行われている。雇用促進に

関しては、在校生だけでなく、

卒業生に対しても就職支援を行

っている。 

今後さらなる生涯学習事業や

雇用促進への支援を強化して

いきたい。 

 

10-46-3	 学校の施設・
設備を開放するなど、

地域社会と連携してい

るか 

学校の施設・設備を開放するな

ど、地域社会との連携は重要だ

と考えている。 

業界の講習会、勉強会や献血会

場等として校舎を使用してい

る。 

さらに地域社会に貢献できる

連携を考えていきたい。 
 

10-46-4	 諸外国の学校
などと連携し、留学生

の相互の受け入れ、共

同研究・開発を行って

いるか 

諸外国の学校などと連携し、留

学生の相互の受け入れ、共同研

究・開発は重要だと考えてい

る。 

学科教員が、浙江中医薬大学口

腔科学生の実習指導を行ってい

る。海外研修を実施している。 

卒業後、国外において国家資格

を生かせる状況が望ましい。 
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10-46	 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-46-5	 重要な社会問
題について、学生や教

職員に対し啓蒙活動を

行っているか 

専門的な教育のみならず、重要

な社会問題についての認知と

理解は重要と考えている。 

教職員には講習会や朝礼、会議

等で啓蒙し、学生においてはホ

ームルームなどで説明してい

る。 

重要な社会問題に関する啓蒙

活動は、キャリア教育の一環と

して、今後システム化していく

努力が必要である。 

 

10-46-6	 学校として重
要な社会問題に具体的

に取り組んでいるか 

学校として重要な社会問題に

取り組むことは重要であると

考えている。 

IT リテラシーの問題や、地球温
暖化、節電対策など、エレベー

ターの使用制限（2アップ 3ダウ
ン）無駄な電気の消灯などに取

り組んでいる。赤い羽根募金に

募金している。 

重要な社会問題への具体的な

取り組みをシステム化させ、個

人差の大きい取り組みレベル

の全体的な底上げが今後望ま

れる。 

 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専門的な教育のみならず、重要な社会問題についての認知と理解、それへの

取り組みは重要と考えている。 
地球温暖化に関してはグループ全体の取り組みで消費電力の節約に留意して

日常生活を送っている。しかし、まだまだ個人レベルでは差が激しい。 
教職員だけでなく学生一人一人が真剣に取り組めるよう指導を徹底していき

たい。 

広く社会に目を向けるための啓蒙活動は、キャリア教育の一環として今後シ

ステム化が望まれる。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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10-47	 （1/1） 
10-47 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-47-7	 学生のボラン
ティア活動を奨励、支

援しているか 

学生のボランティア活動を奨

励、支援する体制が必要である

と思われる。 

数は多くはないがキャリア教

育の観点から、学外研修の一環

としてボランティア活動を推奨

している。 

今後、さらなる学生のボラン

ティア活動を推奨していきた

い。 

 

10-47-8	 学生のボラン
ティア活動の状況を把

握しているか 

学生のボランティア活動状況

の把握は重要である。 
学校から学生に提示したボラ

ンティア活動は把握可能であ

る。 

  

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校から学生に提示するボランティアについては、内容とその意義が十分に

検討され安全面の確認がとれたものとなっており、学校が把握している。 
今後、もっと状況を把握して定期的継続的に奨励していく。 
また授業時間との兼ね合いも検討していかなくてはならない。 

今後は学校としても授業時間との兼ね合いを考慮した上で、ボランティアに

対して定期的継続的に奨励し、支援の体制を検討しなければならない。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 
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10-48	 （1/1） 
11-48 グローバル人材の育成に向けた取り組みを行っているか 
 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

11-48-1	 各学科におい
て国際教育は実践され

ているか 

国際教育は実践されている。 
国際的に活躍する人材育成に

取り組んでいる。 

IDS（世界デンタルショー），歯
科関連メーカーの見学，ドイツ

およびフランスでの海外研修を

おこなっている。 
海外で活躍する卒業生も多い。 

現代社会のグローバル化に伴

い，専門的な歯科英語だけでな

く，日常会話ができるように教

育環境を整備する。 

・海外研修行程表 
・海外研修報告書 

11-48-2	 グローバル人
材育成に向けた取り組

みは整備されているか 

グローバル人材育成に向けた

取り組みは重要であると考え

る。各業界おける国際的な情報

の提供、国際的コミュニケーシ

ョン能力の向上を目指してい

る。 

中国(浙江中医薬大学)との学術
交流は以前より行っており、今

年度は以前より学術交流のあっ

た台湾との学術交流の提携書も

交わされ、より良い関係を結ぶ。 
今後も学術交流等を通じて世界

に向け日本の歯科技工技術を発

信するために準備を行ってい

る。 

現代社会のグローバル化に伴

い，専門的な歯科英語だけでな

く，日常会話ができるように教

育環境を整備する。 

・教育指導要領 
・学生便覧 
・シラバス 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現代社会はグローバル人材の育成が必要とメディア等で言われている。本校

でもグローバル人材育成に関してはいち早く取り組んできた。そのような現

状は学生にも浸透しているように思われる。しかし、まだまだ学生にとって

は国家試験合格に向けた学習に付加し、卒業後のキャリアアップの礎となる

国際社会に目を向ける向上心が必要となる。学生のモチベーションアップに

向けた指導や、継続教育に対する適切な情報発信が学校に求められる。 

カリキュラムとは別に、セミナー形式で希望者に向けた英会話教室（ベーシ

ックコース/アドバンスコース）を行っている。 

 
最終更新日付 2017年 3月 31日 記載責任者 満尾	 宏史 

 
 


